第1章　はじめに

1，1　実験目的
　宇宙からは、絶えず私たちの身の回りに原子核や素粒子が降り注いでいる。それらの粒子は宇宙線と呼ばれ、それぞれ固有の寿命を持ち、定まった過程で崩壊する。今回の実験では、μ粒子がCsI結晶中で崩壊した時に得られるエネルギースペクトルを測定し、解析することによって、宇宙線に含まれるμ粒子の寿命を求める。その過程において、素粒子物理学の実験的研究を行う、高エネルギー物理学の基礎的な実験技術を習得することを目的とする。
1，２　実験課題
　今回の実験では、μ粒子がシンチレーションカウンターに入射し、崩壊した時のエネルギースペクトルを測定する。寿命の測定では、プラスチックシンチレーター・CsIシンチレーター・光電子増倍管・FADCなどを用いて、測定された電気信号を増幅し、AD変換してデータ処理を行う。そして、CsIシンチレーター内で崩壊するμ粒子のシンチレーション光の波形を測定することにより、μ粒子の寿命を測定する。
１，３　本論文の構成

　　本論文では、始めに宇宙線や放射線計測の原理について述べ、次にμ粒子の寿命測定の原理や装置のセットアップについて述べる。さらに、データ収集の方法について述べ、測定・データ解析を行い、μ粒子ｎ寿命を測定する。
